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第９波はあるのか
•厚労省の助言機関の
会議の中で「今後流
行が起きる可能性
大」との見解

•抗体を持つ人の割合
が４割

•高齢社会の日本では
危険性はまだ高い



チャットGPTに聞いてみました



１週間を振り返って
•4月14日 日本が韓国への輸出をホワイト国待遇へ
•4月15日 オランダ幼児の安楽死を認める
•4月16日 動物愛護団体がｲｷﾞﾘｽの競馬で反対運動
•4月17日 自衛隊機事故で全員の確認できず
•4月18日 キャンプ場で倒木事故で死者が発生
• 中国で自動車ショーが開催 EV化加速か
•4月19日 インドが中国を抜いて人口世界一に
•4月20日
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•21世紀に入って
ベネルックス３
国で若年者の
安楽死法が成
立

•最初は12歳以
上が対象

•ここに来て１歳
以上まで下げら
れた
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•ｲｷﾞﾘｽのグランドナ
ショナルレース
•障害物を30回跳び
越え、7000メートル
近くを走る
•2000年以降、16頭の
馬が死んでいる
•今回39頭のうち、完
走したのは17頭
•怪我した1頭は安楽
死
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自衛隊ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ事故
•５名が収容された

•機体は民間会社に
依頼して引き上げ

•他の４人の捜索続行

•今後は海上保安庁
の大型測量船で

•海底に沈んだ数メー
トルから10メートルを
確認可能



遭難した10名の自衛隊員
•当初坂本師団長以
外の氏名公表はし
なかった

•第8師団司令部５
名、飛行隊４名宮
古警備隊１名

•庭田一等陸佐

•神尊三等陸佐

•陸自としては大き
なダメージに
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キャンプ場での倒木事故
•根腐れの大木が
倒壊して下敷き
になった女性が
死亡

•夜中に発生した
事故

•点検したが異常
はなかったと
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どうなるEV化 •最もEV化が進んでいる
中国でモーターショー

•地球温暖化防止を目指
すためにCO2の排出を
少なくする必要がある

•ただ発電時のCO2発生
の問題もある

•EUでは水素とCO2から
液体燃料生成が認めら
れた



•G7ｴﾈﾙｷﾞｰ大臣会合
•議長国が抵抗勢力
•CO2排出量について
2035年までに2000年
比50％減
•自動車もEVだけでな
くﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ車も容認
•石炭火力発電も廃止
時期を迫られたが、
化石燃料を段階的に
廃止する
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インドが中国の人口を上回る
•今年の６月末に
は世界第一位の
人口を持つ国が
インドへ

•中国14.257億人

•ｲﾝﾄﾞ14.286億人

•ｱﾒﾘｶ3.4億人



いびつな人口比



2019年の人口ピラミッド •中国の人口問題

•男性人口が女性人
口より約3500万人も
多い

• 25歳以下の偏りが大
きい

•中国は長年「一人っ
子政策」を行った

•その結果働き手であ
る男子を得ることを
優先した

•結婚できない男性増



女性の首に鎖つなぎ監禁、夫ら6人に実刑判決
中国に衝撃与えた人身売買事件

BBC 20230408
•昨年１月に摘発さ
れた事件
•最初は人身売買を
否定した当局
•調べていくうちに実
態が分かる
•1998年雲南省で拉
致される

・その後３回も売られる 1回約15万円
・その間８人の子どもを出産
・今回発見された時は首に鎖、電気水道の無い部屋



中国の深刻な問題
•いびつな人口構成

•特に農村部では人出が足りず結婚難でもある

•タイ、カンボジア、ラオスや脱北者などの女性を売買

•実態が良く分かっていない

•一人っ子政策は終了したが回復せず

•今後もこの傾向は続く

•人口の偏りの問題は中国だけでなくアジア全域に



年齢別の性別の超過状況の変化 1953～2070年



この問題は様々な部分に波及
•男性人口の割合 自然状態であれば男１：女１

•男児の方が病気などで死亡する割合が多いので多
少男児の出生数が多くなる傾向がある

•日本は105：100 中国は117：100

•現在は途上国の人口が増加、先進国は減少

•生産年齢人口のアンバランス

•年金問題や老後のケアなどの問題

•食糧生産はほぼ限界 環境悪化等

宇宙船地球号
の安定化は
どうすれば？



１週間を振り返って
•4月14日 日本が韓国への輸出をホワイト国待遇へ

•4月15日 オランダ幼児の安楽死を認める

•4月16日 動物愛護団体がｲｷﾞﾘｽの競馬で反対運動

•4月17日 自衛隊機事故で全員の確認できず

•4月18日 キャンプ場で倒木事故で死者が発生

• 中国で自動車ショーが開催 EV化加速か

•4月19日 インドが中国を抜いて人口世界一に
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スーダンの日本人、退避なるか…現地日
本人「空港が主戦場、非常に厳しい」 防衛
相、自衛隊輸送機をジブチに派遣命令 •スーダン国内に在住

する日本人は約60名

•現在被害が出ていると
いう情報はない

•危険なので救出へ

•ジブチで待機

•陸路は難しいので空
路だが空港が使えな
いので問題



スーダンで内戦が勃発
•４月15日 ﾊﾙﾂｰﾑを
中心に内戦が始まる

•1989年 ﾊﾞｼﾆｰﾙ氏か
ら独裁政権を維持

•2019年 ﾊﾑﾄﾞｩｰｸ首
相が就任 軍民合同
の政府でスタート

•2021年 軍によるｸｰ
ﾃﾞﾀｰ



スーダンで内戦が勃発



衝突の原因
•ブルハーン将軍が暫定政権の議長に就任

•副議長にダガロ将軍が就任

•民政移管を巡る問題で議長派と副議長派に分かれ
て対立するようになる

•15日に武力衝突に発展

•統領府や国営テレビ、陸軍本部の占領を双方が狙う

•RSF側が空港なとを占領

•西部ダルフールなどでも戦闘が発生

国 軍

迅速支援部隊＝RSF

国軍が戦闘機で爆撃してるという



⇐青ナイル
ハルツーム
で白ナイル
と合流



ハルツームの飛行場 サウジ系の旅客機が炎上



いつまで続くのだろうか
•世界食糧計画（WFP）の職員3人が戦闘に巻き込ま
れて死亡 ＋ 他にも職員2人が重傷を負った

•WHOは死者330人以上、負傷者3000人以上と報告

•現在は国軍が優勢とされている

•イギリスとアメリカと欧州連合（EU）は、戦闘を直ちに
止めるようよびかけている

•国連のグテーレス事務総長は双方が話し合いを持
つように説得中という



現在のスーダン
•国連、欧米、アラブ諸国の停戦提案がなされる
•２回停戦が発表されたが戦闘は止まず
•ｱﾙｼﾞｬｼﾞｰﾗとのｲﾝﾀﾋﾞｭｰ
•国軍側 国家への反逆である
• 話し合う余地はない
•RSF側 民政移管をするべき
• 停戦を提案し外交官の退避を呼びかけた
• 市民は家から出られない
•双方の見解に隔たりがあるので簡単には解決できない

国の為なら柔軟に対応は可能
全ての軍は国軍の管理下が原則



邦人退避のために自衛隊機派遣を検討



覚えていらっしゃるでしょうか？
•スーダンにはロシアが支援している

•スーダンでは「金」の採掘がされている

•ロシアはスーダンに武器などを供与している

•ワグネルも部隊を派遣している

•「金」を採掘してロシアに送っている

•合法的に送るより非合法で送るものが多いという

•ロシアは経済制裁を受けているので「金」を有効に
利用している
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•4月15日 オランダ幼児の安楽死を認める
•4月16日 動物愛護団体がｲｷﾞﾘｽの競馬で反対運動
•4月17日 自衛隊機事故で全員の確認できず
•4月18日 キャンプ場で倒木事故で死者が発生
• 中国で自動車ショーが開催 EV化加速か
•4月19日 インドが中国を抜いて人口世界一に
•4月20日 スーダンにいる邦人救援の為自衛隊機派遣
• スターシップ打ち上げ失敗



スペースX社の開発したスターシップ
打ち上げに失敗



• スターシップ

• １段目
スーパーヘビー

• ２段目
スターシップ

•共に再利用が
可能

• スターシップは
①乗客100人
②貨物
③衛星
３タイプがある

•今後も実験継
続を表明

５０ｍ

７０ｍ



ミャンマー情勢が厳しい



ミャンマー国軍の動き
•国家統治評議会（ＳＡＣ）を設置
•国軍８名 民間人８名からなる国権の最高機関
•中国・ロシアなどと関係を強化
•国際連合はこれを政府として認めていない
•ミャンマーに対して経済制裁を行っている
•日本や韓国はこの制裁に参加していない
•国軍は非常事態宣言解除後６か月以内に選挙実施
•2月１日 ６か月の非常事態宣言延長を宣言



ミャンマーの実情 3/28 



•ミャンマーでは総選挙に向け

て国軍の焦りが見える

・政党や民主派に対する弾圧を繰り返す
3/29
4/12 の記事



岸田首相襲撃事件発生



４/15
和歌山県
雑賀崎漁
港で首相
襲撃事件
発生

•安倍元首相襲撃事件から９か月

•今度は爆弾テロが発生

•岸田首相には怪我なし 他に２人が負傷

•動機等はまだ十分解明されず



雑賀崎漁港

約6km









木村容疑者はなぜ犯行に及んだか
•中学校では目立たぬ
存在の生徒
•現在は定職につかず
•父親から𠮟責受けた
•普段はおとなしい性格
•自分で手製爆弾を作
成したのか
•それを持って当日兵庫
県から来た



SPが蹴りだした爆弾が破裂し40ｍ先まで飛翔
聴衆の上を飛んだ ＞もし当たっていれば被害が出た
周辺からナットも発見されている



今回使用された手製爆弾
• 「20センチから30センチく
らいの銀色の筒」で、赤
と青の光が、点灯や点滅
をしていたという

•パイプ爆弾

•今回は少し柔らかめの
金属使用か

•中に火薬・ボルト・発火
装置が入っている

•発火装置は導火線

•今回は50秒程度で爆発

＞殺傷力低い



木村容疑者は
•雑賀崎での演説は前日夕方公表された
•木村容疑者は下見は出来ず
•自宅から３時間の距離を移動していた
•リュックの中には２つの爆弾と小型のナイフを入れる
•爆弾は２つとも使うつもり
•昨年９月 川西市市議会議員の報告会に参加
•昨年６月 参議院選挙に立候補しようとして出来ず
•地方裁判所に提訴するが請求棄却
•法の下の平等などを定める憲法に違反すると主張。精
神的苦痛を受けたとして１０万円の損害賠償請求



未だに警察では黙秘を続けている
•弁護士が来るまでは何も話さない

•警察には「宇都宮健児弁護士を呼んでくれ」と

•宇都宮氏は断る

•地元の弁護士が対応している ＞国選弁護人

•明確な政治に対する不信感がある

•安倍氏の国葬を閣議だけで決めたことも問題視

•昨年7月の安倍元首相の銃撃事件も後押しか



木村容疑者の罪状
•今回は威力業務妨害罪で逮捕

•暴力行為や騒音をたてるなどして業務を妨げる罪

•刑事罰は3年以下の懲役または50万円以下の罰金

•なぜ殺人未遂罪にならないのか

•①本人が黙秘している ＞殺意を認める必要

•②爆発物の威力が殺傷能力があると判断される

•この２つがないと殺人未遂にはならない

•刑事罰は死刑または無期もしくは5年以上の懲役



どうなる日本学術会議



•菅首相の時に
問題になった
日本学術会
議の会員６名
を承認しな
かった事

•その後制度改
革を進めてい
た

•選考のありか
たに反発



•今までは左側のみの方法

•首相は推薦されたものはその
まま任命していた

•今回の改正案

•会員以外からの推薦も可能

•外部有識者５名による選考諮
問委員会を設置

•内閣府に属するCSTIと協議し
て会長が決めるが諮問委員会
の意見を尊重すること



対立する見解
•政府側の見解

•国民から理解し続けるためには透明性の確保が必
要用件

•できなければ学術会議を国の機関とはしがたい

•学術会議側の見解

•学術の独立性を脅かす

•政府の恫喝に近い
政府が介入することは考えていない

政府の意に沿わない人物が選任されない可能性 従わなければ予算削減か



世界が注目
•白川秀樹氏や野依良治ら8名が政府案に熟慮を要請

•世界の自然科学系ノーベル賞受賞者61名も賛同

•世界でも政治との独立性は重視されている

•もし独立性が脅かされると経済重視の政治姿勢では
気候変動などに正しい提言ができなくなってしまう

•学術会議側も多様性への配慮が必要としている

• ＞第三者の意見を聞く仕組みを創設する

•政府の姿勢に不信 会議に相談説明なしに骨格作り



•1949年に設立

•科学が戦争に動員
されたことへの反省

•首相の所轄で資金
は国が出す

•政府から独立した特
別機関

•内外の科学者と連
携して情報発信

•学者の国会



政府は今国会での法案提出は断念



注目される行動



プーチン大統領 各国新任大使に挨拶



この時何があったのか？
•外国の新任大使を迎えての信任状奉呈式

•ﾌﾟｰﾁﾝ氏はｱﾒﾘｶ大使に

• 「この儀式の前向きな雰囲気を壊したくはない。そしてあな
たは同意しないだろうが、2014年からのｶﾗｰ革命を扇動し
たことがｳｸﾗｲﾅ危機危機を招き両国関係の悪化を招いた
のだ」

•ｱﾌﾘｶ諸国の大使には７月のｻﾝｸﾄﾍﾟﾃﾙﾌﾞﾙｸでのｱﾌﾘｶﾌｫｰ
ﾗﾑが行われﾛｼｱはあなた方に好意的に働きかけます

•演説が終わった後、だれも拍手をしなかった。



プーチン大統領がウクライナ
東部の占領地を訪問



ロシアの思惑 •ｳｸﾗｲﾅ侵攻14か月

•目立った戦果なし

•それをｱﾋﾟｰﾙするため
に東部２州に出かける

•ｳｸﾗｲﾅ反攻に対して
鼓舞するため

•5月9日の戦勝記念ﾊﾟ
ﾚｰﾄﾞ中止

•ｳｸﾗｲﾅの反攻を警戒
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